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社会福祉法人　慧誠会　
特別養護老人ホーム　帯広けいせい苑

特別養護老人ホーム　芽室けいせい苑　　
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◎海外から介護福祉士を目指して来られている方の宿舎が、今回の震災で1名地元に戻り帰ってきていない事から空いていて、今回の派遣期間はここで宿泊させていただきました。テレビ・洗濯機・冷蔵庫・冷暖房設備もあり、お風呂・トイレ別。布団は2名分用意していただきました。


◎職員宿舎近くにコンビニやスーパー、薬局が徒歩5分内にありました。


◎宿舎は、施設から徒歩で10分ぐらい。


◎第１陣は男女での派遣でしたので、宿舎・施設で別々に宿泊していましたが、今回男性2名で職員宿舎に宿泊させていただきました。





◎これまで別の施設に入居されていた方が、この度の震災で施設を失い、リハビリセンター内に段ボールで一人ベッド2つ分のスペースをつくり、過ごされています。


◎6名の方が過ごされていて、ほぼ自立の方がほとんどですが、養護老人ホームとリハビリセンターが別棟のため、一人は常駐の状況です。


◎6月1日より新たに2名増える予定で、今後も、随時調整して受入予定とのことでしたが、受入人数・時期は未定。





◎今回、皆さんで記念写真を撮らせていただきコメントを書いて段ボールに貼らせていただきました。入居されている皆さんも大変喜ばれていました。





◎派遣前は、どの様な状況かわからなく不安でしたが、周りは畑や竹林に囲まれ静かな環境でした。施設は地震の影響で、建物に亀裂が入り、天井が崩れている状況でこれから修繕が必要な状況でしたが、お年寄りや職員は少しずつ通常の動きに戻ってきているようです。


◎施設の隣にあるリハビリセンターに被災され施設を失われた方が過ごされています。今回、10日間の派遣中は、リハビリセンターの皆さんと主に過ごさせていただきました。


夜間滞にリハビリセンター内に職員を不在にすることもできなく、1名夜勤職員を増やしている状況です。そのため、日勤者の人数が少なくなってしまい職員体制が維持できず派遣職員にその分を補ってもらいたいとのことでした。今回の派遣中、2名それぞれ2回ずつ夜勤【計4回】を対応させていただきました。


◎職員皆さんとても親切で、一つ一つ丁寧に教えていただきました。1日・1週間の動きも紙面で整理されており、派遣職員に来てもらうにあたり、ようやくどの様に受入したらよいかと目途がついてきたとのお話もされていました。


◎被災されたお年寄りもそうですが、職員自身も被災され、新たな生活を始めている方もいます。被災され3ヶ月が経とうとしていますが、これからやっと一歩踏み出せるようになってきた状況だと思います。職員の皆さんは、共に協力し合い大変な時を乗り越え、今も頑張っています。少しでもその職員の皆さんが休める日をつくるために、今回の職員派遣の意義は大きいものと感じました。


◎今後、派遣される方々の参考にしていただければ幸いに思います。
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